
県
で
は
、
平
成
19
年
４
月
か
ら
小
中
学
校

へ
入
進
学
す
る
児
童
を
お
持
ち
の
方
に
、
入

学
す
る
た
め
の
支
度
金
を
支
給
し
ま
す
。

平
成
19
年
１
月
１
日
現
在
で
、
次
の
要
件

を
す
べ
て
満
た
す
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

○
山
梨
県
内
に
在
住
し
て
い
る
こ
と
。

○
平
成
19
年
４
月
に
小
中
学
校
へ
入
進
学

す
る
児
童
と
生
計
を
同
一
と
す
る
ひ
と

り
親
家
庭
の
親
で
あ
る
こ
と
。

○
平
成
18
年
度（
平
成
17
年
分
）の
所
得
税

が
非
課
税
の
世
帯
で
あ
る
こ
と
。

○
生
活
保
護
の
受
給
世
帯
で
な
い
こ
と
。

児
童
一
人
に
つ
き
、
一
万
円

○
支
給
申
請
書

○
各
種
添
付
書
類

平
成
19
年
１
月
31
日（
水
）

富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

福
祉
課
児
童
生
保
担
当

０
５
５
５（
24
）９
０
４
２

富
士
北
麓
・
東
部
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
部（
大
月
保
健
所
）

県
で
は
、
心
身
障
害
者
に
自
動
車
燃
料
費

の
助
成
を
行
い
ま
す
。
対
象
と
な
る
方
は
助

成
請
求
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
受
け

付
け
日
を
確
認
の
う
え
最
寄
り
の
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

来
場
で
き
な
い
方
は
、
締
め
切
り
日
ま
で

に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
説
明
及
び
請
求
書
は
市
役
所
障
害

福
祉
の
窓
口
に
置
い
て
あ
り
ま
す
が
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
も
印
刷
で
き
ま
す
。

○
平
成
19
年
１
月
11
日（
木
）

大
月
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
平
成
19
年
１
月
17
日（
水
）

富
士
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

○
平
成
19
年
１
月
24
日（
水
）

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
都
留

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

平
成
19
年
１
月
25
日（
木
）

郵
送
の
場
合
は
、
25
日
の
消
印
有
効

富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所
福
祉
課

富
士
吉
田
市
上
吉
田
１
｜
２
｜
５

０
５
５
５（
24
）９
０
３
２

Ｈ
Ｐ
検
索
は「
富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所
」

現役時代から老後までの長期間には、予測不可能なことがいろいろあります。国民年金などの公的年金は、
やがて訪れる老後の生活保障の不確定要因を解消する第一の方法です。
老齢基礎年金の受給開始年齢である65歳時の平均余命（平成17年）は、男性18.11年、女性が23.16年となって

いますが、自分がどれくらい生きられるかは、あらかじめ分かりません。また、長い老後生活の保障を、自
分の子どもに頼るだけでは万全とは言えません。貯蓄などで備えることも大切ですが、将来の社会経済がど
うなっているのか、どれくらいの備えが必要かは、誰も分かりません。
このような老後を、社会全体で支える仕組みが国民年金などの公的年金制度です。しかも、国民年金は老

後だけではなく、病気やけがで障害が残り、働けなくなったときの障害年金や、万一亡くなられたときの遺
族（子どもがいる場合）保障もあります。

国民生活基礎調査によれば、平成16年の高齢者世帯の年間所得は
296万1千円で、そのうち「公的年金・恩給」が206万円、「仕送りなど」
が12万4千円となっており、「公的年金・恩給」が所得の約7割を占めて
います。
また、公的年金・恩給を受給している高齢者世帯の中で、「公的年

金・恩給の総所得に占める割合が100％の世帯」は62.6％となっており、
高齢者の生活を担う公的年金の役割はますます高まっています。
今と老後の「安心」は、国民年金に加入し、保険料を納付することか

ら始まります。

『安心』は 国民年金への加入から

市民部市民生活課　国民年金担当

０５７０ー０５ー１１６５

０５７０ー０７ー１１６５
受付時間
午前8：30～午後5：15
(土・日・祝、
12月29日～1月3日を除く)

11 Ｈ 1 8 . 12 . 1


